基礎看護学実習に導入した「学生2人で患者1人を受け持つペア実習方法」の評価
Evaluation of the clinical training method “two nursing students take charge of one patient”
 in Fundamental Nursing Practice Ⅱ  

　A大学2年次の基礎看護学実習に導入した「学生2人で患者1人を受け持つペア実習方法」に対する学生・臨地実習指導者・実習担当教員の評価を明らかにするため質問紙調査を実施した。その結果、ペア実習の学習効果を効果的と回答したのは、学生92.3％、指導者36.4％、教員57.2％で、学生が最も肯定的に捉えていた。ペア実習で良かった・良くなかった点（自由記述）をカテゴリー化した結果、良かった点として、学生・指導者から【精神的負担の軽減】【多様な視点での学び】、指導者・教員から【効率的な指導】が共通して抽出されたほか、学生からは【ケアの充実と効率化】【学習機会の確保】が抽出された。良くなかった点として、3者から【看護実践の減少】、指導者・教員から【ペアに左右された学習内容】【指導・評価が困難】【患者の戸惑い】が共通して抽出されたほか、学生からは【緊張感・責任感の薄れ】【ペアとの調整困難】が抽出された。

